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法人会の理念
法人会は税のオピニオンリーダーとして 企業の発展を支援し　

地域の振興に寄与し 国と社会の繁栄に貢献する 経営者の団体である。

蒲原平野の最奥に鎮座し、初夏まで雪を抱く飯豊連峰。主峰飯豊山は、深田久弥著の「日本百名山」の一座です。
延 と々続く飯豊主稜線には全国から多くの岳人が集まります。アプローチが長く、山上の多くが避難小屋のため、
重荷を背負う厳しい登山となります。それでも、連峰の山々はその苦労を凌駕する自然美を見せてくれます。

（写真提供　新発田市緑町　小川 洋文 氏）

初夏を彩るハクサンイチゲの群生

6月中旬、2000M峰がつらなる主脈 　7月中旬の石転び沢出合
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会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清

祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
法
人
会
の
事
業

活
動
に
対
し
て
は
平
素
よ
り
格
別
な
る
ご
支
援
ご
高
配

を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

年
号
の
改
ま
っ
た
令
和
元
年
6
月
22
日
開
催
の
第
8

回
通
常
総
会
に
お
き
ま
し
て
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
席
者
全
員
の
ご
推
挙
に
よ
り
、

平
成
23
年
6
月
に
関
川
前
会
長
の
後
任
と
し
て
選
任
さ

れ
て
か
ら
5
期
目
と
な
り
ま
す
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
6
名
の
理
事
退
任
と
同
時
に
6
名
の
方
を

新
た
に
理
事
と
し
て
お
迎
え
し
、
30
名
の
役
員
一
同
心

を
新
た
に
こ
れ
か
ら
の
2
年
間
会
員
の
皆
様
の
た
め
、

法
人
会
の
た
め
、
そ
し
て
地
域
社
会
の
た
め
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
な
お
一

層
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
就
任
直
後
の
平
成
23
年
12
月
に
公

益
社
団
法
人
へ
の
移
行
申
請
を
行
い
、
県
の
認
定
も
下

り
た
翌
24
年
4
月
か
ら
公
益
社
団
法
人
新
発
田
法
人
会

と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
昭
和

34
年
の
創
設
以
来
『
法
人
会
は
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー

ダ
ー
と
し
て　

企
業
の
発
展
を
支
援
し　

地
域
の
振
興

に
寄
与
し　

国
と
社
会
の
繁
栄
に
貢
献
す
る
、
経
営
者

の
団
体
で
あ
る
』
と
の
理
念
の
下
、
税
に
関
す
る
唯
一

の
公
益
法
人
と
し
て
、
税
知
識
の
普
及
、
納
税
意
識
の

向
上
、
円
滑
な
税
務
行
政
へ
の
寄
与
な
ど
““
税
””
を

活
動
の
主
軸
に
お
き
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
し
た
。

　

法
人
会
は
『
地
域
に
根
差
し
た
真
の
公
益
法
人
』
に

な
る
た
め
、「
公
益
」
と
い
う
概
念
の
意
味
す
る
「
会

員
ば
か
り
で
は
な
く
、
広
く
世
間
一
般
に
も
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
」
義
務
と
責
任
を
果
た
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。
仲
間
内
の
会
だ
け
で
は
公
益
法
人
た
り
得
ず
、
事

業
の
一
層
の
公
益
性
の
増
進
と
、
会
務
運
営
の
透
明
性

に
心
が
け
事
業
の
推
進
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
税
を
中
心
と
し
た
多
く
の
研
修
会
や
セ

ミ
ナ
ー
は
、
会
員
の
み
な
ら
ず
広
く
一
般
に
周
知
広
報

し
参
加
を
募
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
青
年
部
や
女
性
部
の

役
員
が
中
心
と
な
り
小
学
校
で
の
「
租
税
教
室
」
の
開

催
。
さ
ら
に
は
、
一
般
市
民
へ
案
内
し
て
の
社
会
貢
献

講
演
会
を
開
催
し
て
タ
オ
ル
寄
付
を
募
り
、
集
ま
っ
た

タ
オ
ル
を
社
会
福
祉
協
議
会
等
へ
の
寄
付
等
々
、
公
益

法
人
と
し
て
の
地
域
社
会
へ
の
貢
献
と
い
う
義
務
と
責

任
を
果
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

法
人
会
の
か
か
え
る
大
き
な
課
題
の
ひ
と
つ
に
は
、

会
員
の
減
少
が
ご
ざ
い
ま
す
。
公
益
法
人
と
し
て
地
域

社
会
の
た
め
、
ま
た
会
員
企
業
に
役
立
つ
事
業
を
進
め

て
い
く
に
は
更
な
る
会
員
の
増
強
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
10
月
か
ら
消
費
税
の
10
％
へ
の
増
税
と
と
も
に

軽
減
税
率
制
度
が
導
入
さ
れ
る
な
ど
、
税
を
取
り
巻
く

環
境
は
日
々
変
わ
っ
て
お
り
、
改
正
の
趣
旨
や
方
向
性

を
十
分
に
理
解
し
た
上
で
経
営
に
当
た
る
こ
と
は
極
め

て
枢
要
に
な
り
ま
す
。
法
人
会
は
今
後
も
本
旨
た
る
税

務
研
修
会
を
中
心
と
し
た
各
種
研
修
会
の
開
催
、
様
々

な
経
営
情
報
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
提
供
等
々
に
つ
と
め
、

会
員
に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る
法
人
会
を
目
指
し
た
事
業

を
進
め
て
参
り
ま
す
。
法
人
会
は
利
害
関
係
の
な
い
企

業
の
集
ま
り
で
、
異
業
種
交
流
の
場
と
も
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
役
員
が
先
頭
に
立
ち
会
員
増
強
推
進
に
努
め

て
お
り
ま
す
。
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
未
加
入
法

人
へ
の
お
声
掛
け
や
役
員
・
事
務
局
へ
の
ご
紹
介
な
ど

会
員
増
強
に
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
会
員
企
業
の
益
々
の
ご
発
展
と
ご

健
勝
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
法
人
会
事
業
活
動
に
積

極
的
に
ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
お
願
い
申
し
上
げ

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
発
田
税
務
署
長
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
柳
　
　
誠

　
　

公
益
社
団
法
人
新
発
田
法
人
会
の
皆
様
方
に
は
、

日
頃
か
ら
税
務
行
政
の
円
滑
な
推
進
に
深
い
ご
理

解
と
多
大
な
る
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

7
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
新
発
田
税
務
署
長

を
拝
命
し
ま
し
た
。
東
京
国
税
局
の
課
税
訴
訟
を

担
当
す
る
主
任
国
税
訟
務
官
か
ら
転
任
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
前
任
の
大
竹
同
様
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

私
は
、
九
州
の
長
崎
市
出
身
で
、
新
潟
県
で
の

勤
務
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
が
、
新
発
田
税
務
署

管
内
は
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
地
で
あ
り
、

歴
史
あ
る
町
並
み
、
癒
し
の
温
泉
、
お
い
し
い
お

米
や
お
酒
、
そ
し
て
人
情
味
あ
ふ
れ
る
土
地
柄
と
、

こ
の
よ
う
な
地
に
勤
務
で
き
ま
す
こ
と
を
大
変
光

栄
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

法
人
会
の
皆
様
は
、
日
頃
か
ら
正
し
い
税
知
識

の
普
及
や
納
税
道
義
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
各
種

研
修
会
、
講
演
会
等
を
開
催
す
る
ほ
か
、
租
税
教

室
や
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
、
社
会

福
祉
協
議
会
へ
の
タ
オ
ル
贈
呈
な
ど
の
社
会
貢
献

活
動
等
様
々
な
事
業
を
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
小
島
会
長
を
は
じ
め
役
員
並

び
に
会
員
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
多
大
な
ご
支

援
の
賜
物
で
あ
り
、
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

　

｢

企
業
の
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
向
上
の
た

め
の
取
組｣

で
あ
る｢

自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト｣

の
活
用
を
は
じ
め
と
し
て
、
今
後
と
も
公
益

社
団
法
人
と
し
て
の
目
的
に
沿
っ
た
活
発
な
事
業

活
動
を
展
開
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
心
か
ら
ご
期
待

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
10
月
か
ら
消
費
税
率
10
％
へ
の
引
上
げ

と
同
時
に
軽
減
税
率
制
度
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
事
業
者
の
皆
様

に
、
軽
減
税
率
制
度
を
は
じ
め
と
す
る
改
正
さ
れ

た
消
費
税
の
仕
組
み
を
十
分
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、

自
ら
適
正
な
申
告
・
納
付
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
説
明
会
を
開
催
す
る
な
ど
周
知
・
広
報
、

相
談
対
応
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
法
人
会
の
皆
様
方
と
緊
密
な
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
周
知
・
広
報
や
相
談
対
応
等
へ
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
納
税

者
の
利
便
性
と
行
政
効
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、

国
税
組
織
を
挙
げ
て
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
新
発
田
法
人
会
の
皆
様
に
は
多
大
な
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
税
制
改
正
に
よ
る
資
本
金
が
１
億

円
を
超
え
る
大
法
人
な
ど
の
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
申
告
の

義
務
化
に
伴
い
、
よ
り
便
利
に
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
送
信
容
量
の
拡
大
や
イ

メ
ー
ジ
デ
ー
タ
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）
で
送
信
さ
れ
た
添
付

書
類
の
紙
原
本
保
存
不
要
化
な
ど
各
種
環
境
整
備

も
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
従
業
員
の
皆
様
を
含
む
個
人
の
所
得

税
の
確
定
申
告
に
つ
き
ま
し
て
も
、
多
く
の
方
々

に
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方
式
及
び
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー

ド
方
式
に
係
る
周
知
・
広
報
と
利
用
勧
奨
を
行
う

と
と
も
に
、
利
便
性
の
高
い
ス
マ
ホ
申
告
に
つ
い

て
も
利
用
推
進
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

引
き
続
き
、
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
拡
大
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
公
益
社
団
法
人
新
発

田
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
方
の

ご
健
勝
、
会
員
企
業
の
事
業
の
ご
繁
栄
を
祈
念
申

し
上
げ
ま
し
て
、
私
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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第 8 回 通 常 総 会 を 開 催 し ま し た 。
令和元年 6 月 22 日、新発田市生涯学習センターにおいて第 8 回通常総会を開催しました。
会員総数 894 社当日出席 544 社（委任状による出席含む）、役員出席 19 名でした。
第 1 号議案　　「平成 30 年度決算報告承認の件」は満場一致で承認されました。
第 2 号議案　　「役員改選承認の件」は 4 ページに掲載の名簿どおり満場一致で承認されました。
報 告 事 項　　理事会承認事項となります、（1）平成 30 年度事業報告　（2）平成 31 年（令和元年）度事業計画
　　　　　　　（3）平成 31 年（令和元年）度収支予算が報告されました。
来　　　賓　　新発田税務署 大竹 泰彦 署長、丸山 陽彦 法人統括官、本間 正巳 法人上席官、石山 輝 関東信越
　　　　　　　税理士会新発田支部長、その他提携保険 3 社の新潟支社長など 7 名

議事終了後、来賓を代表され、新発田税務署長 大竹 泰彦 氏からご祝辞をい
ただき総会は滞りなく閉会しました。議案書は当会ホームページに掲載して
おりますので御覧ください。
総会閉会後、臨時理事会を開催し、代表理事（会長）に小島 啓一、副会長に
天木 義人、松永 温、坂詰 昭彦の各氏が選任され、直ちに就任いたしました。

新 規 加 入 　 会 員 紹 介
法人名 代表者 住　所 紹介者

（株）エスアールエス 清野　雄一 新潟市中央区下大川前通ニノ町 2230-33 小島 啓一 会長
（有）掛橋工作所 掛橋　敬史 阿賀野市榎船渡 268 大同生命・大島

（株）エコ・プロジェクト 高橋　正男 新発田市向中条 1806-26 小島 啓一 会長
備建社（株） 白川　　渡 新潟市北区新井郷 851 番地 大同生命・大島

（有）中野土木工業 中野　康平 新発田市向中条 392 小島 啓一 会長
ヤマエイ設備（株） 伊藤　敬一 胎内市笹口浜 656-4 アフラック

あがのタクシー（株） 小菅　正博 阿賀野市下条町 15-2 事　務　局
（有）タウン 池田　昌祥 新発田市城北町 1-7-3 大同生命・藤田

街角こんぱす（株） 西村　純子 新発田市大栄町 7-1-9 大同生命・高野
（株）田代建築事務所 田代　雄一 新発田市虎丸 751-3 （株）エーダイ・渋谷

（株）SAKAE  COMPANY 本間　栄治 北蒲原郡聖籠町別條 3-1 森 猛義 理事
（株）渋谷商店 渋谷　信夫 北蒲原郡聖籠町東港 7 丁目 4763-7 事　務　局

総 会 記 念 講 演 会   　 　 　 　 　
新発田市生涯学習センターで、講師にフリージャーナリストでコリア・レポート
編集長の辺 真一（ピョンジンイル）氏をお迎えし、「日本を取り巻く国際情勢 ～
北朝鮮と日本の関係のゆくえ～」との演題でご講演いただきました。
韓国と日本の国民性や文化の共通点や相違点、日韓の歴史問題、北朝鮮問題やさ
らには拉致問題まで幅広い内容を、豊富な情報をもとにした、鋭い視点からの分
析で、わかりやすく的確に解説いただきました。
一般の方を含め参加者は、これらの問題の深層やこれからの解決策などを熱心に聞き入っていました。

表 彰 お め で と う ご ざ い ま す  　 　 　 　 　
全法連 会長表彰 理　事 関口眞佐徳

新潟県連
会長表彰

会長（県連副会長） 小島　啓一
理　事 池田　昌祥
理　事 小柳　秀樹
事務局 高田　智子

会長感謝状 理事（前副会長・県連理事） 佐藤十九一

新発田法人会 会長感謝状
前理事 嶋谷次郎八
前理事 古田　眞之

新発田税務署 署長表彰 理事　前副会長 佐藤十九一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　順不同・敬称略
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役　員　改　選
令和元年度　役員名簿
役職名 氏  名 法 人 名 委員会 役職名 氏  名 法 人 名 委員会

会　長 小島　啓一 （株）こじまホールディングス 理　事 阿彦　　健 菖栄ライフ（株） 税　制

副会長 天木　義人（株）天木セメント瓦工場 総務（長） 理　事 武田　　真（株）武田不動産 組織（長）

副会長 松永   　温 松永商材（株） 総　務 理　事 小林　郁夫 （有）コトヨ醤油醸造元 税　制

副会長 坂詰　昭彦（株）坂詰組 総　務 理　事 須貝　嘉勝（株）須貝印刷 事業広報（副）

理　事 佐藤十九一（株）クボ製作所 総　務 理　事 小野　和英（株）小野工務店 厚生（副）

理　事 関口眞佐徳（株）関口商店 厚　生 理　事 井上　絹子 安田建設（株） 厚　生

理　事 小林　豊男 （有）北日本損害保険センター 税制（副） 理　事 下村　　栄 下村車輌工業（株） 厚　生

理　事 林　　文穂（株）林組 総　務 理　事 渡辺　正弘（株）渡正 厚　生 新任

理　事 佐藤　茂之（有）魚勝 税制（長） 理　事 星野奈奈恵 日星工業（株） 事業広報 新任

理　事 佐藤　敦子（株）サトウ 事業広報（長） 理　事 中野　康平（有）中野土木工業 厚　生 新任

理　事 寺尾　賢一 菊水酒造（株） 事業広報 理　事 小柳　将和 小柳労務コンサルティング 組　織 新任

理　事 池田　昌祥（株）池田 厚生（長） 理　事 岩村　忠輔 岩村養鶏（株） 税　制 新任

理　事 小柳　秀樹 小柳産業（株） 組織（副） 理　事 延本龍太郎 延本建設（株） 組　織 新任

理　事 冨岡フジ子（株）C.S.U 総務（副） 監　事 廣岡　信行（株）北辰館

理　事 森　　猛義（有）米勘商店 組　織 監　事 久世　正隆（有）乙まんじゅうや

退任された役員　長い間お疲れさまでした。
役職名 氏  名 法 人 名 役職名 氏  名 法 人 名

理　事 嶋谷次郎八 （株）志まや 理　事 菅　　幸一 （有）菅幸工務店

理　事 古田　眞之 （株）天朝閣 理　事 古川　秀雄 （株）メタル新潟

理　事 島津　延義 島津印刷（株） 理　事 渡辺　明紀 新発田建設（株）

令和元年度　青年部役員名簿
役職名 氏  名 法 人 名 支部名 役職名 氏  名 法 人 名 支部名

部　長 下村　　栄 下村車輌工業（株） 新発田 理　事 荒井　賢也 （株）アライ 胎　内

副部長 延本龍太郎 延本建設（株） 胎　内 理　事 羽田　一樹 （株）めんつう 阿賀野

副部長 小林　和也 横山工業（株） 阿賀野 顧　問 池田　昌祥 （株）池田 新発田

理　事 原　　英司 （株）大通 新発田 顧　問 武田　　真 （株）武田不動産 阿賀野

令和元年度　女性部役員名簿
役職名 氏  名 法 人 名 支部名 役職名 氏  名 法 人 名 支部名

部　長 佐藤　敦子 （株）サトウ 阿賀野 理　事 下条みき子 安田電気工事（株） 阿賀野

副部長 星野奈奈恵 日星工業（株） 新発田 理　事 渋谷　初子 （株）佐藤モータース 阿賀野

理　事 橋本日登美 信越建設工業（株） 胎　内 理　事 野澤　範子 （株）野澤建材 胎　内

理　事 樋口　智子 （株）ホテル清風苑 新発田 相談役 井上　絹子 安田建設（株） 阿賀野

理　事 中野　ヌイ （株）ベック 新発田 相談役 冨岡フジ子 （株）C.S.U 新発田

理　事 片山　　泉 （株）片山商店 阿賀野 相談役 野澤富士子 （株）のざわスタジオ 胎　内

理　事 秋山　イク （有）アサヒ興産 阿賀野
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平成31（令和元）年度　事業進捗報告
主催した会議など

日　時 事業・会議名 内　　容 会　場 参加人員

4月16日 女性部役員会 （1）事業報告会提出議案について
（2）視察研修について　　（3）その他について 清風苑 12

5月22日 監　査 平成30年度会計監査 北辰館 4

5月24日 第1回 理事会 （1）平成30年度事業報告並びに決算報告
（2）通常総会の開催について　　（3）その他について 志まや 16

6月18日 女性部事業報告会
（1）平成30年度事業報告　　（2）令和元年度事業計画（案）　
（3）平成30年度決算報告　令和元年度収支予算（案）　　（4）役員改選
（5）その他について

清風苑 31

6月22日 第8回 通常総会

決議事項　（1）平成30年度決算報告承認　（2）役員改選（案）承認 　
　　　　　（3）その他について
報告事項　（1）平成30年度事業報告　（2）令和元年度事業計画　
　　　　　（3）令和元年度収支予算　（4）その他について

新発田市生涯
学習センター 54

6月22日 第2回 理事会 決議事項　（1）代表理事（会長）　副会長の選出について　（2）その他 新発田市生涯
学習センター 20

9月5日 福利厚生制度
推進連絡協議会 福利厚生制度の現況並びに推進について ホテル華鳳 31

9月5日 第 3 回 理事会
（1）令和元年度事業進捗状況について　
（2）会員増強ならびに新規加入会員について　（3）その他について
報告事項　（1）代表理事の職務執行状況報告　（2）その他について

ホテル華鳳 28

研修会・講習会等の開催状況
日　時 事業名 内　　容 会　場 参加人員

4月8日 決算期別説明会
内容 ： 3・4・5月決算企業の説明会　　決算・申告にあたっての留意事項
　　　イータックスについて
講師 ： 新発田税務署　担当官

新発田市
カルチャーセンター 70

4月23日 消費税研修会 内容 ： 消費税改正・軽減税率制度・インボイスについて
講師 ： 新発田税務署　担当官

新発田市
カルチャーセンター 83

6月18日 女性部事業報告会
記念講演会

演題 ： 『ある税理士が学んだ 20 年の経営実学  ～経営者とは～』
講師 ： 近藤 まこと（中小企業診断士・税理士） 清風苑 31

6月22日 総会記念講演会 演題 ： 『「日本を取り巻く国際情勢～北朝鮮と日本の関係のゆくえ～』
講師 ： 辺 真一 氏 　フリージャーナリスト　コリアレポート編集長

新発田市
生涯学習センター 250

7月2日 決算期別説明会
内容 ： 6・7・8 月決算企業の説明会　　決算・申告にあたっての留意事項
　　　イータックスについて
講師 ： 新発田税務署　担当官

イクネスしばた 16

7月2日 消費税研修会 内容 ： 消費税・インボイス・軽減税率への対応研修会
講師 ： 新発田税務署　担当官 イクネスしばた 67

8月20日 令和元年度
税制改正研修会

内容 ： 令和元年度税制改正について  消費税・軽減税率制度について
講師 ： 新発田税務署　担当官

胎内市
産業文化会館 17

8月22日 令和元年度
税制改正研修会

内容 ： 令和元年度税制改正について  消費税・軽減税率制度について
講師 ： 新発田税務署　担当官 イクネスしばた 30

8月23日 令和元年度
税制改正研修会

内容 ： 令和元年度税制改正について  消費税・軽減税率制度について
講師 ： 新発田税務署　担当官 安田商工会 19
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女　性　部  　 　 　 　 　 　
視察研修� 部長　佐藤 敦子

　先月 9 月 11 日 12 日の 2 日間の日程で名古屋・三重を視察してきました。
　朝の早い時間でしたが、参加者全員時間内に集合していただき、良いスター
トとなりました。機内からの景色は残念ながら下界を見下ろすことができませ
んでしたが、雲の下は雨でしょうか、それとも曇りでしょうか ? と想像するの
も楽しく思えました。
　40 分ほどで、中部国際空港へ到着後、バスに乗り名古屋市内へ朝が早かったこともありクランコートホテル名古
屋で昼食バイキングをいただき、熱田神宮参拝・トヨタ産業技術記念・徳川美術館と見学してまいりました。熱田神
宮は杉の木立に囲まれた風格のある神社で、古くから格別に尊いお宮として崇敬を集めているとのことでした。また、
御朱印をいただいている参加者も多くいらっしゃいました。
　トヨタ産業技術記念会館を視察。旧豊田紡績株式会社本社工場跡の設立し、建築史的にも貴重な赤レンガの建物を
産業遺産として保存している施設で、豊田佐吉氏が発明した環状織機や初代から現在までのトヨタ車に触れることが
できました。
　徳川美術館は、尾張徳川家に形見分けされた家康の遺愛品を中心に展示貴重な文化財を鑑賞致しました。2 日目、伊
勢神宮へ伊勢神宮は正式には「神宮」といい内宮は皇室の御祖先であり、太陽にたとえられるそうです。天照大御神
をおまつりし、全国より崇敬を集めているそうです。内宮は約 2000 年、外宮は約 1500 年の歴史があるとのことでした。
そこで、わたくし達、女性部参加者が内宮にて新発田法人会事業繁栄のご祈祷を受けてまいりました。舞人は舞女が
緋色の長袴に白い千早をつけ、紅梅をした天冠をいただき、右手に五色の絹をつけた榊の枝を持って、楽師の歌に合
わせて舞います舞振りはとても優雅で和琴、笛、篳篥、とても幽玄な余韻がありました。参加した女性部は 30 分ほど
でしたが、足を崩すことなくひたすら舞と雅楽に感動。
　最後に、御神札とお下りを授与してまいりました。
　その御神札は事務局にて、奉らせていただきました。是非、事務局に足を運んでいただけば幸に思います。
　視察最後のコースは和田金での昼食です。
　私たちは、すき焼きのコースを堪能致しました。
　お肉はかなり厚く中居さんが最高の焼き具合に焼いてくれて、皆さん旨い松
坂牛で心も体も幸せな気分になってきました。また機会があれば行きたいです
ね。美味しかった。
　今年度の視察研修は大変盛り沢山の行程でしたが、楽しんでまいりました。
　さあ、また明日から仕事頑張ろうと気持ちを切り替え視察を終えました。
　参加いただきました皆様、ご協力ありがとうございました。
　これからも、女性部事業があります。皆様のご参加宜しくお願い致します。

租 税 教 室 の 開 催 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
青年部・女性部が租税教室を開催しています。小学校では
授業の一環としてマグネットボードや租税教育用のＤＶＤ
を使い、税金の役割や意義、使われ方などを小学生にわか
りやすく解説しています。また、夏休みの放課後児童クラ
ブでは、租税教育用のＤＶＤ視聴や紙芝居の上演などを使
い、これまで無関心な税金に関心を持つような伝え方をし
ています。

小学校での開催

日 付 会 場 名 対 象 受講者数
12月10日 胎内市立 きのと小学校 6年生 22
1月10日 新発田市立 菅谷小学校 5～6年生 26
1月23日 新発田市立 住吉小学校 6年生 91
1月24日 阿賀野市立 水原小学校 6年生 88
2月8日 阿賀野市立 安田小学校 6年生 88

開催詳細
放課後児童クラブでの開催

日 付 会 場 名 対 象 受講者数
7月25日 新発田市 猿橋第2児童クラブ 1～3年生 83
7月26日 新発田市 住吉児童クラブ 1～3年生 61
7月26日 新発田市 御免町児童クラブ 1～3年生 65
8月3日 新発田市 御免町第2児童クラブ 1～3年生 45
8月17日 新発田市 猿橋児童クラブ 1～3年生 96
8月17日 新発田市 御免町第3児童クラブ 1～3年生 25
8月21日 新発田市 外ヶ輪児童クラブ 1～3年生 74
8月22日 新発田市 住吉第2児童クラブ 1～3年生 85
8月22日 新発田市 こうぬま児童クラブ 1～3年生 60
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安全で美味しい米作り　多木肥料 　　

　　 株式会社  関口商店
多木化学特約店　農薬・農業資材

木材・建材販売
お米専門店（瓢湖米の店）

〒959-2021　阿賀野市中央町２-１３-５
TEL 0250-62-2509　FAX 0250-62-2766

URL http://www.yamase21.com/

飲む人に最高の酔い心地を！！

白龍　越乃寒梅　八海山

株式会社  片山商店
阿賀野市中央町１-４-３７

TEL  0250-62-2069
FAX  0250-62-5574

三福運輸株式会社

〒959‐2411
新潟県新発田市横岡1166‐2
　TEL  0254‐33‐2229
　FAX  0254‐33‐2220

安全・無事故

丁寧な対応 きれいな車両

MIFUKUブランド

自然と調和のとれた地域の発展をめざす

株式会社　坂  詰  組
本社 　〒959-2221

新潟県阿賀野市保田 4177 番地 1
Tel：0250-68-5555　Fax：0250-68-3772

コンクリートリサイクルセンター  Tel：0250-68-5511

株式会社 渡
わ た

正
しょう

〒959-2335  新発田市本田庚180番地
TEL 0254-32-2703  FAX 0254-32-2100
E-mail watasyo@seagreen.ocn.ne.jp

営業品目
ＥＮＥＯＳガソリンスタンド
ＬＰガス・灯油・軽油
農業用資材・米集荷販売
食品・雑貨・設備工事

豊浦でお探しなら当店へ

有限会社  中野土木工業
代表取締役

中　野　康　平
〒959-2426
新 潟 県 新 発 田 市 向 中 条 3 9 2 番 地
T   E   L   0 2 5 4 - 2 2 - 6 5 2 0
F   A   X   0 2 5 4 - 2 2 - 6 5 2 1
携帯電話   0 9 0 - 1 8 8 3 - 5 5 2 0

E-mail：nakanodoboku392@wish.ocn.ne.jp


